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１．研究計画の概要 
 本研究では，ネットワークシステムにおけ
る各種デバイスの電源容量や回路規模等の
リソース制約を考慮した，データ圧縮，誤り
制御符号化及び暗号化方式の研究を行う．具
体的には，以下の 3項目について研究を行う． 
 
(1) 小型携帯端末等のリソース制約が厳しい
機器において動画像を効率的に圧縮するた
め，Distributed Video Coding  (DVC)の高
圧縮率化／高画質化に関する研究を行う． 
 
(2) 小型携帯端末等において，情報源符号化
（圧縮）と通信路符号化（誤り制御符号化）
を組み合わせて低計算量で効率的に行うた
め，Joint Source-Channel Coding (JSCC)
に関する研究を行う． 
 
(3) 高速なネットワークで接続された分散ス
トレージシステムにおいて，誤り制御符号化
／復号化を分散処理とすることにより，各ノ
ードにおける計算負荷を分散し，同時に高信
頼化を実現するための Distributed Error 
Control Coding (DECC)に関する研究を行う． 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 誤り制御符号を用いて圧縮するフレーム
(WZ フレーム)の画質を向上させるため，こ
れらのフレームに少ないデータ量と計算量
で補助的な情報を効率的に付加する手法を
提案した．すなわち，従来の DVC において
は，WZ フレームに関する情報として，誤り
制御符号の検査ビットのみを送信していた
のに対し，提案手法では，WZ フレームにお

ける各 DCT ブロックのエッジの向きを検出
し，主要なエッジ成分のみを取り出し送信す
る手法を提案した．また，DVC に適用する
誤り制御符号として，多元 LDPC 符号を用い
ることとし，これを遺伝的アルゴリズム(GA)
を用いて探索する手法を提案した．提案した
DVC の画質(PSNR)を評価した結果，本手法
の PSNR は，従来の DVC と比較して数 dB
程度高いことを明らかにした． 
 
(2) 情報源符号化，通信路符号化及び暗号化
機能を有する統合符号化法として，線形符号
の組合せによる符号化法を提案した．提案手
法における符号化処理は，行列演算を主体と
した簡易な処理により実現できることから，
本手法は回路規模や消費電力等に制約のあ
る小型携帯端末等への適用に有効である．本
研究では，データ圧縮効率を高めるため，拡
張 Huffman 符号を用いた統合符号化を提案
し，従来の手法よりも１～３％程度圧縮率を
向上できることを示した．また，誤り制御能
力の向上のため，３階層のＴａｎｎｅｒグラ
フを用いた復号アルゴリズムを提案し，これ
により復号語の誤り率が従来の１／１０程
度となることを示した． 
  
(3) 他の情報通信システムと同様に，分散ス
トレージシステムにおいても低消費電力化
が要求されると考えられることから，本研究
では消費電力の少ないソリッドステートド
ライブ(SSD)に対する誤り制御符号に重点を
おいて研究を行った．具体的には，8 レベル
以上の多レベルセルフラッシュメモリにお
ける多ビット誤りを効率的に訂正するため，
従来の BCH 符号等のランダムビット誤り制



御符号に加えて，2 階層及び 3 階層で符号化
を行う多レベル誤り制御符号化法を提案し，
復号後の誤り率が 3桁程度低下することを示
した．また，多レベルセルにおける非対称誤
りを訂正するため，多元 LDPC 符号の設計と
評価を行い，従来よりも低い誤り率を与える
ことを明らかにした． 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
研究計画の概要に挙げた 3 項目について，そ
れぞれ従来の技術よりも優れた結果が得ら
れ，国際会議等での発表を行っている．また，
本研究に関連して，学会賞を 1 件，民間企業
からの国際賞を 1 件受賞しており，本研究の
進捗はおおむね順調であると判断する． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 本研究で提案している DVCのレート歪特
性をより向上するため，イントラ符号化フレ
ームに対して H.264-intra符号化を適用する
ことを検討する．また，符号化処理において
多元 LDPC 符号の適切な符号化率を選択すた
め，レート予測法について検討を行う．評価
として，各種標準評価画像に対する PSNR の
評価を行う． 
 
(2) 本研究で提案している符号化技術をメ
インメモリに適用するため，プロセッサシミ
ュレータを用いてキャッシュラインサイズ
等の検討を行う．また，プロセッサシミュレ
ータに本研究で提案している符号化法を組
み込み，圧縮率や動作速度等の評価を行う． 
 
(3) 本研究で提案している SSD等に対する階
層化符号化法及び非対称誤り訂正 LDPC 符号
を，分散環境に適用するため，符号化・復号
アルゴリズムの構築と評価を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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